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(57)【要約】
【課題】ツバキ科植物チャまたはアッサムチャの花部に含有される成分の詳細について解
明し、その用途を開発することを目的とする。
【解決手段】チャまたはアッサムチャの花部の水あるいは低級アルコールまたはそれらの
混液抽出によって得られる抽出物あるいはその処理物を有効成分として含有する抗アレル
ギー剤および当該抽出物またはその処理物に含有される新規化合物を提供する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効成分としてのチャもしくはアッサムチャの花部の水あるいは低級アルコールまたは
それらの混液抽出により得られる抽出物あるいはその処理物と医薬的に受容な賦形剤また
は担体とからなる、抗アレルギー用組成物。
【請求項２】
　前記処理物が、チャもしくはアッサムチャの花部の水あるいは低級アルコールまたはそ
れらの混液抽出により得られる抽出物をさらに酢酸エチル／水の系で分配処理して得られ
る酢酸エチル可溶画分である請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記処理物が、前記酢酸エチル／水の系で分配処理して得られる水溶性画分をさらにｎ
－ブタノールとの間で分配処理して得られるｎ－ブタノール可溶性画分である請求項１に
記載の組成物。
【請求項４】
　前記抽出物が、一般式（Ｉ）：
【化１】

［式中、Ｒ1はアンゲロイル基またはチグロイル基を表し、Ｒ2は水素原子、アセチル基、
アンゲロイル基または２－メチルブチリル基を表し、Ｒ3は水素原子またはアセチル基を
表し、Ｒ4は水素原子またはアセチル基を表し、Ｒ5は水素原子またはヒドロキシ基を表し
、Ｒ6はα-Ｌ-ラムノピラノシル基またはα－Ｄ－キシロピラノシルシル基を表す］
で表されるサポニン化合物の少なくとも一つまたはそれらの塩を含む、請求項１に記載の
抗アレルギー用組成物。
【請求項５】
　前記一般式（Ｉ）において、Ｒ6がα-Ｌ-ラムノピラノシル基である、一般式（ＩＩ）
：
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【化２】

［式中、Ｒ1はアンゲロイル基またはチグロイル基を表し、Ｒ2は水素原子、アセチル基、
アンゲロイル基または２－メチルブチリル基を表し、Ｒ3は水素原子またはアセチル基を
表し、Ｒ4は水素原子またはアセチル基を表し、Ｒ5は水素原子またはヒドロキシ基を表す
］
で表されるサポニン化合物またはそれらの塩。
【請求項６】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1がアンゲロイル基であり、Ｒ2がアセチル基であり、
Ｒ3、Ｒ4およびＲ5が共に水素原子である請求項５に記載のサポニン化合物またはその塩
。
【請求項７】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1およびＲ2が共にアンゲロイル基であり、Ｒ3および
Ｒ4が水素原子であり、Ｒ5がヒドロキシ基である請求項５に記載のサポニン化合物または
その塩。
【請求項８】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1がアンゲロイル基であり、Ｒ2が２－メチルブチリル
基であり、Ｒ3およびＲ4が水素原子であり、Ｒ5がヒドロキシ基である請求項５に記載の
サポニン化合物またはその塩。
【請求項９】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1がチグロイル基であり、Ｒ2がアセチル基であり、Ｒ

3、Ｒ4およびＲ5が水素原子である請求項５に記載のサポニン化合物またはその塩。
【請求項１０】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1がアンゲロイル基であり、Ｒ2がアセチル基であり、
Ｒ3が水素原子であり、Ｒ4がアセチル基であり、Ｒ5が水素原子である請求項５に記載の
サポニン化合物またはその塩。
【請求項１１】
　前記一般式（ＩＩ）において、Ｒ1がアンゲロイル基であり、Ｒ2が水素原子であり、Ｒ

3がアセチル基であり、Ｒ4およびＲ5が水素原子である請求項５に記載のサポニン化合物
またはその塩。
【請求項１２】
　請求項１～４のいずれか一つに記載の組成物または請求項５～１１のいずれか一つに記
載のサポニン化合物またはその塩を含む健康食品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ツバキ科植物であるチャまたはアッサムチャの花部の水あるいは低級アルコ
ールまたはそれらの混液抽出によって得られる抽出物を有効成分として含有する抗アレル
ギー剤に関するものである。
　より詳細には、本発明は、上記抽出物に含有され、抗アレルギー作用を有するサポニン
化合物またはそれらの塩に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ツバキ科（Ｔｈｅａｃｅａｅ）植物であるチャ（Ｃａｍｅｌｌｉａ ｓｉｎｅｎｓｉｓ
（Ｌ.）Ｏ．Ｋｕｎｔｚｅ）またはアッサムチャ（Ｃ. ｓｉｎｅｎｓｉｓ ｖａｒ. ａｓｓ
ａｍｉｃａ）は、中国の西南部が原産地とされている多年生の常緑樹である。これらの植
物の栽培法や、葉部の採取時期、製茶工程における発酵工程の有無などの加工調製法の違
いにより、様々な種類の茶葉がある。これらの茶葉を用いて調製される飲料は嗜好品とし
て古くから世界各地で親しまれている。
【０００３】
　これまでに、チャ葉部の機能性に関する研究は盛んに行われている（例えば、非特許文
献１）。
　またチャの種子から得られるサポニン混合物は、かつては界面活性剤として写真工業な
どで利用されていた（例えば、非特許文献２～６）。
　しかしながら、チャの花部に関しては、これまで、吉川らがメタノール抽出物およびそ
のサポニン画分、含有サポニン成分が脂質吸収抑制作用を有することを見出したこと以外
何等報告されていない（例えば、特許文献１および非特許文献７）。
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－７００１８号公報
【非特許文献１】村松敬一郎、小國伊太郎、伊勢村護、杉山公男、山本（前田）万里編、
「茶の機能　生体機能の新たな可能性」、学会出版センター、２００２年
【非特許文献２】Ｋｉｔａｇａｗａ Ｉ.、Ｈｏｒｉ Ｋ.、Ｍｏｔｏｚａｗａ Ｔ.、Ｍｕｒ
ａｋａｍｉ Ｔ.、Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｃｈｅｍ. Ｐｈａｒｍ. Ｂｕｌｌ.、４６、
１９０１－１９０６（１９９８）
【非特許文献３】Ｍｕｒａｋａｍｉ Ｔ.、Ｎａｋａｍｕｒａ Ｊ.、Ｍａｔｓｕｄａ Ｈ.、
Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｃｈｅｍ. Ｐｈａｒｍ. Ｂｕｌｌ.、４７、１７５９－１７６
４（１９９９）
【非特許文献４】Ｍｕｒａｋａｍｉ Ｔ.、Ｎａｋａｍｕｒａ Ｊ.、Ｋａｇｅｕｒａ Ｔ.、
Ｍａｔｓｕｄａ Ｈ.、Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｃｈｅｍ. Ｐｈａｒｍ. Ｂｕｌｌ.、４
８、１７２０－１７２５（２０００）
【０００５】
【非特許文献５】Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｍｏｒｉｋａｗａ Ｔ.、Ｌｉ Ｎ.、Ｎａｇａ
ｔｏｍｏ Ａ.、Ｌｉ Ｘ.、Ｍａｔｓｕｄａ Ｈ.、Ｃｈｅｍ. Ｐｈａｒｍ. Ｂｕｌｌ.、５
３、１５５９－１５６４（２００５）
【非特許文献６】Ｍｏｒｉｋａｗａ Ｔ.、Ｌｉ Ｎ.、Ｎａｇａｔｏｍｏ Ａ.、Ｍａｔｓｕ
ｄａ Ｈ.、Ｌｉ Ｘ.、Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｊ. Ｎａｔ. Ｐｒｏｄ.、６９、１８５
－１９０（２００６）
【非特許文献７】Ｙｏｓｈｉｋａｗａ Ｍ.、Ｍｏｒｉｋａｗａ Ｔ.、Ｙａｍａｍｏｔｏ 
Ｋ.、Ｋａｔｏ Ｙ．、Ｎａｇａｔｏｍｏ Ａ.、Ｍａｔｓｕｄａ Ｈ.、Ｊ．Ｎａｔ．Ｐｒｏ
ｄ.、６８、１３６０－１３６５（２００５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、従来利用対象となっていなかったチャ花の新規用途の開発を課題とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明者は、Ｃａｍｅｌｌｉａ ｓｉｎｅｎｓｉｓ（Ｌ.）Ｏ. ＫｕｎｔｚｅまたはＣ. 
ｓｉｎｅｎｓｉｓ ｖａｒ. ａｓｓａｍｉｃａを基源植物とするチャまたはアッサムチャ
の花部抽出物について抗アレルギー活性を、抗Ｉ型アレルギー作用（脱顆粒抑制活性）
試験により評価した。その結果、上記抽出物が抗アレルギー作用を有することを見出した
。また、本発明者は、当該抽出物について、上記生物活性を指標とした活性成分の分離、
精製を実施した結果、該抽出物を酢酸エチル／水で分配処理した酢酸エチル可溶画分が抗
アレルギー活性を有することを見出し、さらに上記の分配処理により得られた水層をｎ－
ブタノール／水で分配したｎ－ブタノール可溶画分から、抗アレルギー作用の有効成分を
単離した。
【０００８】
　すなわち、本発明者は、当該抽出物についての成分分離について鋭意研究を行った結果
、６種の新規サポニン化合物を見出し、これらの化合物と３種の既知サポニン化合物が抗
アレルギー作用を有することを見出し、本研究を完成した。
【０００９】
　したがって、本発明によれば、有効成分としてのチャもしくはアッサムチャの花部の水
あるいは低級アルコールまたはそれらの混液抽出により得られる抽出物あるいはその処理
物と医薬的に受容な賦形剤または担体とからなる、抗アレルギー用組成物が提供される。
【００１０】
　また、本発明によれば、前記処理物が、チャもしくはアッサムチャの花部の水あるいは
低級アルコールまたはそれらの混液抽出により得られる抽出物をさらに酢酸エチル／水の
系で分配処理して得られる酢酸エチル可溶画分である抗アレルギー用組成物が提供される
。
【００１１】
　また、本発明によれば、前記処理物が、前記酢酸エチル／水の系で分配処理して得られ
る水溶性画分をさらにｎ－ブタノールとの間で分配処理して得られるｎ－ブタノール可溶
性画分である抗アレルギー用組成物が提供される。
【００１２】
　さらに、本発明によれば、前記抽出物が、一般式（Ｉ）：
【化１】

【００１３】
［式中、Ｒ1はアンゲロイル基またはチグロイル基を表し、Ｒ2は水素原子、アセチル基、
アンゲロイル基または２－メチルブチリル基を表し、Ｒ3は水素原子またはアセチル基を
表し、Ｒ4は水素原子またはアセチル基を表し、Ｒ5は水素原子またはヒドロキシ基を表し
、Ｒ6はα-Ｌ-ラムノピラノシル基またはα－Ｄ－キシロピラノシルシル基を表す］
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で表されるサポニン化合物の少なくとも一つまたはそれらの塩を含む、抗アレルギー用組
成物が提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、抗アレルギー作用の有効成分として、上記一般式（Ｉ）で表されるサ
ポニン化合物またはそれらの塩を含有する組成物あるいはこれらのサポニン化合物を含有
するチャまたはアッサムチャの花部抽出物あるいはその処理物が提供され、安全に使用で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の別の観点によれば、前記一般式（Ｉ）において、Ｒ6がα-Ｌ-ラムノピラノシ
ル基である、一般式（ＩＩ）：
【化２】

［式中、Ｒ1はアンゲロイル基またはチグロイル基を表し、Ｒ2は水素原子、アセチル基、
アンゲロイル基または２－メチルブチリル基を表し、Ｒ3は水素原子またはアセチル基を
表し、Ｒ4は水素原子またはアセチル基を表し、Ｒ5は水素原子またはヒドロキシ基を表す
］
で表されるサポニン化合物またはそれらの塩が提供される。
【００１６】
　本発明によれば、前記一般式（Ｉ）および（ＩＩ）の化合物は、チャおよびアッサムチ
ャの花部抽出物から単離することができる。
　本発明において用いられるチャとは、ツバキ科（Ｔｈｅａｃｅａｅ）植物ツバキ属（Ｃ
ａｍｅｌｌｉａ L.）に属するチャ（Ｃａｍｅｌｌｉａ ｓｉｎｅｎｓｉｓ、別名Ｔｈｅａ
 ｓｉｎｅｎｓｉｓ）のことを意味する。また、本発明において用いられるアッサムチャ
とは、チャと同科同属のアッサムチャ（Ｃ. Ｓｉｎｅｎｓｉｓ ｖａｒ. ａｓｓａｍｉｃ
ａ）を意味する。
【００１７】
　本発明の抽出材料として用いられるチャおよびアッサムチャの花部とは、雌しべ、雄し
べ、花弁、萼、苞葉、花軸、花柄等を含むいわゆる花、花芽および蕾などのいずれをも意
味する。
　本発明において、チャまたはアッサムチャの花部は、採取したものをそのまま、または
乾燥して用いることができる。これらの花部を、さらに粉砕、破砕、切断またはすり潰し
等の処理に付して用いることができる。抽出効率の観点からは、これらの花部を上記の処
理に付すのが好ましい。
【００１８】
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　本発明のチャおよびアッサムチャの花部抽出物の調製に用いられる溶媒としては、水ま
たは低級脂肪族アルコールもしくはそれらの混液が挙げられる。
　水以外の上記の低級アルコールとしては、炭素数１～４のアルコール類が挙げられる。
具体的には、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパノール、ｎ－ブタ
ノール、イソブタノールもしくはｔ－ブタノールまたはこれらの混液が挙げられる。
　水と低級アルコールの混液としては、それらの任意の割合における混液が挙げられるが
、好ましくは含水率が３０容量％までの上記アルコール類が挙げられる。なかでもメタノ
ールまたはエタノールあるいはこれらアルコールと水の上記割合の混液が好適に用いられ
る。
　これらの抽出用溶媒は、抽出材料に対して１～５０倍(容量／重量)程度、好ましくは５
～３０倍(容量／重量)程度用いられる。
【００１９】
　なお、抽出温度は、室温～溶媒の沸点の間で任意に設定できるが、例えば、上記の抽出
材料を上記の抽出溶媒に浸漬し、５０℃～抽出溶媒の沸点の温度で、振盪下もしくは非振
盪下または還流下に抽出するのが適当である。抽出材料を振盪下に浸漬する場合には、３
０分間～１０時間程度行うのが適当であり、非振盪下に浸漬する場合には、１時間～２０
日間程度行うのが適当である。また、抽出溶媒の還流下に抽出するときは、３０分間～数
時間加熱還流するのが好ましい。
【００２０】
　なお、５０℃より低い温度で浸漬して抽出することも可能であるが、その場合には、上
記の時間よりも長時間浸漬するのが好ましい。抽出操作は、同一材料について１回だけ行
ってもよいが、複数回、例えば２～５回程度繰り返すのが、抽出効率の観点から好ましい
。
【００２１】
　固形物を、抽出後にろ別して得られる抽出液は、常法により濃縮して抽出エキスとして
もよい。濃縮は、減圧下に行うのが好ましい。濃縮は抽出液が乾固するまで行ってもよい
。
　抽出物は、そのまま本発明の組成物を調製するのに用いてもよいが、粉末状または凍結
乾燥品等として用いてもよい。これらの固形物とする方法は、当該分野で公知の方法を採
用することができる。
【００２２】
　したがって、本発明における抽出物とは、抽出液、抽出エキス、濃縮乾固物または凍結
乾燥物のいずれも意味するが、本発明による抽出物は、精製せずにそのまま用いることも
でき、本発明の一部を構成している。
【００２３】
　しかしながら、本発明では、抽出液を濃縮した抽出物を、その処理物として溶媒による
分配抽出、すなわち、水および水と非混和性有機溶媒とを用いる分配抽出に単回または複
数回付し、有機溶媒可溶画分と水溶性画分として分離して用いることができる。
【００２４】
　水と非混和性有機溶媒としては、酢酸エチル、ｎ－ブタノール、ヘキサン、クロロホル
ムおよびトルエンなどが挙げられるが、中でも酢酸エチルが好ましい。
　すなわち、チャ花の水または低級アルコールもしくはそれらの混液抽出物を濃縮して得
られた抽出物をその処理物として、必要に応じて酢酸エチルと水を用いて分配し、酢酸エ
チル可溶性画分と水溶性画分を得ることができる。
【００２５】
　また、上記で得られる水溶性画分は、さらに水および水と非混和性有機溶媒を用いる分
配抽出に付し、有機溶媒可溶画分と水溶性画分として分離することができる。
　この場合の水と非混和性有機溶媒としては、ｎ－ブタノール、ヘキサン、クロロホルム
およびトルエンなどが挙げられるが、中でもｎ－ブタノールが好ましい。
　すなわち、上記の酢酸エチルと水との分配後の水溶性画分をそのままｎ－ブタノールと
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水との分配に付すか、または該水溶性画分を濃縮して得られる残渣をさらに水とｎ－ブタ
ノールとの分配に付し、ｎ－ブタノール画分と水溶性画分を得ることができる。
【００２６】
　分配抽出は、当該分野で通常行われる撹拌もしくは振盪分配法または液滴向流分配法な
どの常法に従って行うことができる。例えば、室温下、振盪下または非振盪下に、水と非
混和性有機溶媒と、水(１：１０～１０：１)とを、前記抽出物などに対して１～１０倍(
容量)程度の割合で加えて行うのが適当である。
【００２７】
　なお、上記のアルコール抽出物およびその処理物、すなわち各分配抽出物は、上記のい
ずれの段階においても、減圧濃縮処理またはその前後に精製処理に付すことができる。
　精製処理としては、上記の溶媒による分配抽出以外に、当業者に公知の各種クロマトグ
ラフ法を単独で、または組み合わせて採用することができる。
【００２８】
　例えば、上記のクロマトグラフ法の例としては、アルミナ、順相もしくは逆相シリカゲ
ル担体またはイオン交換樹脂を用いるカラムクロマトグラフィー、薄層クロマトグラフィ
ー、高速液体クロマトグラフィーまたは遠心液体クロマトグラフィー等のいずれかを単独
で、またはそれらを組み合わせて行う方法などが挙げられる。この際の担体および溶出溶
媒等の精製条件は、各種クロマトグラフィーに対応して適宜選択することができる。
【００２９】
　本発明者は、チャおよびアッサムチャの花部抽出物を、薬理活性を指標としながら上記
の精製法を組合せて精製すると同時に、精製物の作用について検討した。
【００３０】
　その結果、本発明者は、チャおよびアッサムチャの花部抽出物およびその処理物、すな
わち該抽出物を酢酸エチル／水で分配抽出して得られる酢酸エチル可溶画分のいずれもが
、抗アレルギー活性を有することを見出した。
【００３１】
　本発明者は、さらに、上記の分配処理により得られた水層をｎ－ブタノール／水で分配
した処理物、すなわちｎ－ブタノール可溶画分から、抗アレルギー作用の有効成分を単離
した。
【００３２】
　したがって、本発明における処理物とは、チャまたはアッサムチャの花部の水あるいは
低級アルコールまたはそれらの混液抽出により得られる抽出物をさらに酢酸エチル／水の
系で分配処理して得られる酢酸エチル可溶画分および該酢酸エチル／水の系で分配処理し
て得られる水溶性画分をさらにｎ－ブタノールとの間で分配処理して得られるｎ－ブタノ
ール可溶性画分、ならびにこれらの画分をさらに精製したサポニン含有画分のいずれをも
意味することができる。
　すなわち、本発明の別の観点によれば、本発明により、次の一般式（ＩＩ）：
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【化３】

［式中、Ｒ1はアンゲロイル基またはチグロイル基を表し、Ｒ2は水素原子、アセチル基、
アンゲロイル基または２－メチルブチリル基を表し、Ｒ3は水素原子またはアセチル基を
表し、Ｒ4は水素原子またはアセチル基を表し、Ｒ5は水素原子またはヒドロキシ基を表す
］
で表されるサポニン化合物またはそれらの塩が提供される。
【００３３】
　ことに、新規化合物として上記の式（ＩＩ）において、Ｒ1がアンゲロイル基であり、
Ｒ2がアセチル基であり、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5が共に水素原子であるフロラテアサポニン（
floratheasaponin）Ｄ（１）；Ｒ1およびＲ2が共にアンゲロイル基であり、Ｒ3およびＲ4

が水素原子であり、Ｒ5がヒドロキシ基であるフロラテアサポニンＥ（２）；Ｒ1がアンゲ
ロイル基であり、Ｒ2が２－メチルブチリル基であり、Ｒ3およびＲ4が水素原子であり、
Ｒ5がヒドロキシ基であるフロラテアサポニンＦ（３）；Ｒ1がチグロイル基であり、Ｒ2

がアセチル基であり、Ｒ3、Ｒ4およびＲ5が水素原子であるフロラテアサポニンＧ（４）
；Ｒ1がアンゲロイル基であり、Ｒ2がアセチル基であり、Ｒ3が水素原子であり、Ｒ4がア
セチル基であり、Ｒ5が水素原子であるフロラテアサポニンＨ（５）；ならびにＲ1がアン
ゲロイル基であり、Ｒ2が水素原子であり、Ｒ3がアセチル基であり、Ｒ4およびＲ5が水素
原子であるフロラテアサポニンＩ（６）またはこれらの塩が提供される。
【００３４】
　より詳細には、本発明によれば、式（１）：
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【化４】

【００３５】
式（２）：
【化５】

【００３６】
式（３）：
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【化６】

【００３７】
式（４）：
【化７】

【００３８】
式（５）
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【化８】

【００３９】
および式（６）：
【化９】

で表される新規サポニン化合物（１）～（６）（フロラテアサポニン（floratheasaponin
）Ｄ～Ｉ）またはこれらの塩が提供される。
【００４０】
　上記のサポニン化合物（１）～（６）の塩としては、常法によって形成される当該化合
物が有しているカルボキシ基とナトリウムまたはカリウムのようなアルカリ金属との塩が
挙げられる。
　さらに、上記の化合物が有するエステル結合のいずれかが常法によって部分加水分解さ
れた化合物も本発明の一部を構成する。
【００４１】
　また、本発明者は、上記サポニン化合物（１）～（６）を精製する過程で、チャおよび
アッサムチャの花部抽出物のサポニン含有画分ならびに各単離した化合物を、抗アレルギ
ー剤としての活性評価の指標として、抗Ｉ型アレルギー作用（脱顆粒抑制活性）試験に付
した。
　その結果、本発明者は、チャおよびアッサムチャの花部メタノール抽出物ならびにその
処理物である酢酸エチル可溶性画分、ｎ－ブタノール可溶性画分のいずれもが、抗アレル
ギー作用を有することを見出した。
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　また、本発明者は、上記の新規サポニン化合物（１）～（６）のいずれもが、抗アレル
ギー作用を有することを見出した。
　さらに、本発明者は、上記のサポニン化合物（１）～（６）に加え、既知のサポニン化
合物（７）～（９）（フロラテアサポニンＡ、ＢおよびＣ）（Yoshikawa Mら、J．Nat．P
rod.、68、1360-1365 (2005)）も同様に抗アレルギー作用を有することを見出し、本発明
を完成した。
【００４２】
　したがって、本発明によれば、抗アレルギー作用の有効成分として、式（１）～（９）
：
【化１０】

で表されるサポニン化合物（１）～（９）またはその塩の少なくとも１つを含む組成物が
提供される。
【００４３】
　また、本発明によれば、有効成分として、チャもしくはアッサムチャの花部の水あるい
は低級アルコールまたはそれらの混液抽出物と医薬的に受容な賦形剤または担体とからな
る、抗アレルギー用組成物が提供される。
【００４４】
　さらに本発明によれば、抗アレルギー作用の有効成分として、チャもしくはアッサムチ
ャの花部の水あるいは低級アルコールまたはそれらの混液抽出液を得、この抽出液をさら
に酢酸エチル／水の系で分配処理して得られる酢酸エチル可溶画分か、または該酢酸エチ
ル／水の系で分配処理して得られる水溶性画分をさらにｎ－ブタノールとの間で分配処理
して得られるｎ－ブタノール可溶性画分を含み、上記サポニン化合物（１）～（９）の少
なくともいずれか一つまたはそれらの塩を含む抗アレルギー用組成物が提供される。
【００４５】
　その上、本発明によれば、チャまたはアッサムチャの前記抽出物または上記サポニン化
合物（１）～（９）からなる群から選択される１以上のサポニン化合物またはその塩を含
む組成物または上記の抽出物を含む医薬または健康食品が提供される。
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【００４６】
　上記のような抽出物およびサポニン含有画分ならびに化合物（１）～（９）のそれぞれ
は単独または混合物として、それぞれそのままの状態または適当な媒体で希釈して、医薬
品等の製造分野において公知の方法によって、散剤、顆粒剤、錠剤、カプセル剤または液
剤等の種々の医薬品の形態に製剤化して使用することができる。
【００４７】
　これらの形態においては、適当な媒体を添加してもよい。そのような媒体としては、医
薬的に許容される賦形剤、例えば結合剤（例えばシロップ、アラビアゴム、ゼラチン、ソ
ルビトール、トラガントまたはポリビニルピロリドン）、充填剤（例えば乳糖、砂糖、ト
ウモロコシ澱粉、リン酸カルシウム、ソルビトールまたはグリシン）、錠剤用滑剤（例え
ばステアリン酸マグネシウム、タルク、ポリエチレングリコールまたはシリカ）、崩壊剤
（例えば馬鈴薯澱粉）または湿潤剤（例えばラウリル硫酸ナトリウム）等が挙げられる。
【００４８】
　錠剤は、通常の製薬の実際に周知の方法でコートしてもよい。液体製剤は、例えば水性
または油性の懸濁液、溶液、エマルジョン、シロップまたはエリキシルの形態であっても
よく、使用前に水または他の適切な賦形剤と混合する乾燥製品として提供してもよい。
【００４９】
　こうした液体製剤は、通常の添加剤、例えば懸濁化剤（例えばソルビトール、シロップ
、メチルセルロース、グルコースシロップ、ゼラチン水添加食用脂）、乳化剤（例えばレ
シチン、ソルビタンモノオレエートまたはアラビアゴム）（食用脂を含んでもよい）、非
水性賦形剤（例えばアーモンド油、分画ココヤシ油またはグリセリン、プロピレングリコ
ールまたはエチレングリコールのような油性エステル）、保存剤（例えばｐ－ヒドロキシ
安息香酸メチルまたはプロピルまたはソルビン酸）、および所望により着色剤または香料
等を含んでもよい。
【００５０】
　また、上記の抽出物およびそのサポニン含有画分は単独でまたは混合物として、また化
合物（１）～（９）の各々または混合物は、食品および／または健康食品に利用すること
ができる。
【００５１】
　健康食品とは、通常の食品よりも積極的な意味で、保健、健康維持・増進等を目的とし
た食品を意味し、例えば、液体または半固形、固形の製品、具体的には散剤、顆粒剤、錠
剤、カプセル剤または液剤等のほか、クッキー、せんべい、ゼリー、ようかん、ヨーグル
ト、まんじゅう等の菓子類、清涼飲料、お茶類、栄養飲料、スープ等の形態が挙げられる
。
　これらの食品の製造工程において、あるいは最終製品に、上記の抽出物および／または
化合物等を混合または塗布、噴霧などにより添加して、健康食品とすることができる。
【００５２】
　上記抽出物およびそのサポニン含有画分または抽出エキスおよび化合物（１）～（９）
の使用量は、濃縮、精製の程度、活性の強さ等、使用目的、対象疾患や自覚症状の程度、
使用者の体重、年齢等によって適宣調整することができ、例えば、成人１回につき抽出液
または抽出エキスでは精製度や水分含量等に応じて、１ ｍｇ～２０ ｇ程度が挙げられ、
化合物では１ ｍｇ～１ ｇ程度が挙げられる。
　また、健康食品としての使用時には、食品の味が外観に悪影響を及ぼさない量、例えば
、対象となる食品１ ｋｇに対して、上記の抽出物およびそのサポニン含有画分ならびに
化合物（１）～（９）を、１ ｍｇ～２０ ｇ程度の範囲で添加することが適当である。
【実施例】
【００５３】
　以下、本発明の抽出物の調製、新規化合物（１）～（６）の精製およびサポニン化合物
（１）～（９）の抗アレルギー作用について、実施例を具体的に説明するが、以下の実施
例および試験例は、本発明を説明するためのものであり、本発明を何ら限定するものでは
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ない。
【００５４】
　なお、本実施例では、特に記載がない限り、以下の各種溶媒、ろ紙、クロマトグラフィ
ー用担体およびＨＰＬＣ用カラムを用いた：
メタノール：ナカライテスク社製、一級
クロロホルム：ナカライテスク社製、一級
酢酸エチル：ナカライテスク社製、一級
ｎ－ブタノール：ナカライテスク社製、一級
【００５５】
ＨＰＬＣ用メタノール：関東化学社製、特級
ＨＰＬＣ用アセトニトリル：関東化学社製、特級
ろ紙：アドバンテック社製：Ｎｏ．２
順相シリカゲルカラムクロマトグラフ用担体：富士シリシア社製、ＢＷ－２００、１５０
～３００メッシュ
【００５６】
逆相ＯＤＳカラムクロマトグラフ用担体：富士シリシア社製、Chromatorex ODS 1020T、
１００～２００メッシュ
ＨＰＬＣカラム：ＹＭＣ社製、YMC Pack-ODS-A、２０ ｍｍ（i.d.）×２５０ ｍｍ
【００５７】
　なお、各種物理データは、以下の装置を用いて測定した：
旋光度；堀場製作所社製：high sensitive SEPA-300 digital polarimeter (l=0.5)
高分解能質量分析；日本電子データム社製：JMS-SX 102A QQ型質量分析装置
赤外吸収スペクトル(IR)；島津製作所社製：FT-IR DR-8000 spectrometer
核磁気共鳴スペクトル(NMR)；日本電子データム社製：JNM-LA 500 (500 MHz)
　なお、核磁気共鳴(NMR)スペクトルにおいて、化学シフト値：δは百万分の一(ppm)で表
示し、略語はそれぞれ次の意味を有する：s：シングレット； d：ダブレット；dd：ダブ
ルダブレット；ddd：ダブルダブルダブレット；t：トリプレット； q：クァルテット；dq
：ダブルクァルテット；m：マルチプレット；br：ブロード；Ａｃ：アセチル；Ａｎｇ：
アンゲロイル；２ＭＢ：２－メチルブチリル；Ｔｉｇ：チグロイル。
【００５８】
実施例１
（１）　チャ花部メタノール抽出エキスの調製
　乾燥したチャ（C. sinensis）の花部１．８ ｋｇを粉砕し、これに約１０倍量のメタノ
ール（１８ Ｌ）を加え、加熱還流下３時間抽出した。抽出液を冷却後、ひだ折りろ紙で
ろ過し、抽出残渣に再度メタノール（１８ Ｌ）を加え、３時間加熱還流し、冷却後、同
様にろ過作業を行った。合計３回の抽出を行い、その抽出液をあわせ、ロータリーエバポ
レーターを用いて、減圧下に溶媒を留去して、チャ花部のメタノール抽出エキス６９３ 
ｇ（乾燥原料からの収率３８．５％）を得た。
【００５９】
（２）　メタノール抽出エキスの溶媒分配
　上記メタノール抽出エキス（６８０ ｇ）を酢酸エチル／水（１／１、５ Ｌ）で繰り返
し分配抽出し、次いでその水層部を同量のｎ－ブタノール（３ Ｌ）で繰り返し分配抽出
し、酢酸エチル移行部（１３５ ｇ）、ｎ－ブタノール移行部（２２６ ｇ）および水移行
部（３２０ ｇ）を得た。
【００６０】
（３）　メタノール抽出エキスの分離および精製
　上記ｎ－ブタノール移行部（２２０ ｇ）を順相シリカゲルカラムクロマトグラフィー
（３．０ ｋｇ）、移動相：メタノール／クロロホルム／水（１０／３／１の下層→７／
３／１の下層→６／４／１の下層で順次溶出し、最後にメタノールで溶出）で順次溶出し
、溶出画分１（０．２ ｇ）、２（１０．３ ｇ）、３（８．２ ｇ）、４（１５．８ ｇ）
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【００６１】
　このうち、溶出画分３（８．２ ｇ）について、逆相ＯＤＳカラムクロマトグラフィー
（２４０ ｇ、移動相：メタノール／水（１０／９０→２０／８０→３０／７０→５０／
５０→７０／３０で順次溶出し、最後にメタノールで溶出））およびＨＰＬＣ（移動相：
メタノール／水（３０／７０、４５／５５または５０／５０））にて分離、精製し、カフ
ェイン（caffeine、０．００２４％）、ケンフェロール３－Ｏ－β－Ｄ－ガラクトピラノ
シド（kaempferol ３－Ｏ－β－Ｄ－galactopyranoside、０．００８３％）およびケンフ
ェロール３－Ｏ－β－Ｄ－グルコピラノシド（kaempferol ３－Ｏ－β－Ｄ－glucopyrano
side、０．００６４％）を得た。
【００６２】
　溶出画分４（５．８ ｇ）について、逆相ＯＤＳカラムクロマトグラフィー（２４０ ｇ
、移動相：メタノール／水（２０／８０→３０／７０→５０／５０→７０／３０で順次溶
出し、最後にメタノールで溶出））およびＨＰＬＣ（移動相：メタノール／水（３０／７
０または４５／５５））にて分離、精製し、プリメベロシド（primeveroside、０．０１
１％）、フェニルアルコールβ－Ｄ－キシロピラノシル（１→６）－β－Ｄ－グルコピラ
ノシド（phenylalcohol β－Ｄ－xylopyranosyl（１→６）－β－Ｄ－glucopyranoside、
０．０３２％）、シマウリノシド（shimaurinoside、０．０５８％）、ケルセチン３－Ｏ
－β－Ｄ－ガラクトピラノシド（quercetin ３－Ｏ－β－Ｄ－galactopyranoside、０．
０２４％）、ケンフェロール３－Ｏ－β－Ｄ－ガラクトピラノシド（kaempferol ３－Ｏ
－β－Ｄ－galactopyranoside、０．０６６％）およびケンフェロール３－Ｏ－α－Ｌ－
ラムノピラノシル（１→６）β－Ｄ－ガラクトピラノシド（kaempferol ３－Ｏ－α－Ｌ
－rhamnopyranosyl（１→６）－β－Ｄ－galactopyranoside、０．０１１％）を得た。
【００６３】
　溶出画分５（１２４．８ ｇ）について、逆相ＯＤＳカラムクロマトグラフィー（２．
０ ｋｇ、移動相：メタノール／水（２０／８０→５０／５０→７０／３０で順次溶出し
、最後にメタノールで溶出））およびＨＰＬＣ（移動相：メタノール／水（４０／６０ま
たは４５／５５）またはメタノール／１％酢酸（６５／３５、７０／３０または７５／２
５））にて分離、精製し、フロラテアサポニンＡ（（７）、０．０１３％）、Ｂ（（８）
、０．０１１％）、Ｃ（（９）、０．０５４％）、Ｄ（（１）、０．１２％）、Ｅ（（２
）、０．２５％）、Ｆ（（３）、０．１３％）、Ｇ（（４）、０．０５３％）、Ｈ（（５
）、０．０６５％）およびＩ（（６）、０．０１８％）、アッサムサポニン（assamsapon
in E、０．２５％）、ケンフェロール３－Ｏ－β－Ｄ－グルノピラノシル（１→３）－α
－Ｌ－ラムノピラノシル（１→６）－β－Ｄ－ガラクトピラノシド（kaempferol ３－Ｏ
－β－Ｄ－glucopyranosyl（１→３）－α－Ｌ－rhamnopyranosyl（１→６）－β－Ｄ－g
alactopyranoside、０．３８％）およびケンフェロール３－Ｏ－β－Ｄ－グルノピラノシ
ル（１→３）－α－Ｌ－ラムノピラノシル（１→６）－β－Ｄ－グルコピラノシド（kaem
pferol ３－Ｏ－β－Ｄ－glucopyranosyl（１→３）－α－Ｌ－rhamnopyranosyl（１→６
）－β－Ｄ－glucopyranoside、０．３６％）を得た。
【００６４】
（４）　新規化合物の構造および物性
上記で得られた新規化合物（１）～（６）の構造式を以下に示す。なお、以下の1Ｈ－Ｎ
ＭＲおよび13Ｃ－ＮＭＲによる構造解析に用いたナンバリングは、次式に基づいている。
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【化１１】

【００６５】
フロラテアサポニンＤ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｄ）（１）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．２０３～２０６℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
旋光度：［α］D

21　－１２．８°（ｃ＝０．８８，ＭｅＯＨ）
高分解能陽イオン質量分析：
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理論値　Ｃ60Ｈ94Ｏ26Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+ ：１２５３．５９３１
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　：１２５３．５９２３
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４７５，１７１９，１６５４，１０４８
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１２５３（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１２２９（Ｍ－Ｈ）-，１０６７（Ｍ－Ｃ6Ｈ10Ｏ5）
-

【００６６】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００ ＭＨｚ、ピリジン－ｄ5）：δ　０．８３，０．８７，１．０９，
１．１４，１．２９，１．３１，１．８２（３Ｈ，全てｓ，２５，２６，２９，２４，２
３，３０，２７－Ｈ3），１．９２（３Ｈ，ｓ，Ａｃ－Ｈ3），２．０２（３Ｈ，ｓ，Ａｎ
ｇ－５－Ｈ3），２．１０（３Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．０Ｈｚ，Ａｎｇ－４－Ｈ3），３．０４（
１Ｈ，ｍ，１８－Ｈ），３．３２（１Ｈ，ｄｄ-様，３－Ｈ），３．３７，３．６０（１
Ｈ、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．７Ｈｚ，２８－Ｈ2），４．４４（１Ｈ，ｍ，１６－Ｈ
），４．９７（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．４Ｈｚ，１’－Ｈ），５．４０（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１
２－Ｈ），５．６２（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．６Ｈｚ，１’’－Ｈ），５．９８（１Ｈ，ｑｄ
-様，Ａｎｇ－３－Ｈ），５．９９（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ），６．０３（１Ｈ
，ｄ，Ｊ＝５．８Ｈｚ，１’’’－Ｈ），６．１５，６．５４（１Ｈ　それぞれ共にｄ，
Ｊ＝１０．４Ｈｚ，２２，２１－Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（１２５ ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC　（表１に示す）
【００６７】
フロラテアサポニンＥ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｅ）（２）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．　２０４～２０７℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
旋光度：［α］D

21　－９．３°（ｃ＝０．８５，ＭｅＯＨ）
高分解能質量分析（陽イオンＦＡＢ－ＭＳ）：
理論値　Ｃ63Ｈ98Ｏ27Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+ ：１３０９．６１９３
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　：１３０９．６２０１
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４７５，１７１９，１６５４，１０４６
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１３０９（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１２８５（Ｍ－Ｈ）-，１１２３（Ｍ－Ｃ6Ｈ10Ｏ5）
-

【００６８】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δ　０．８５，１．０２，１．１１，
１．１５，１．２６，１．３３，１．５０（３Ｈ、それぞれ全てｓ，２５，２６，２９，
２４，２３，３０，２７－Ｈ3），１．７６，２．０１（３Ｈ、それぞれ共にｓ，２２－
Ａｎｇ－５－Ｈ3，２１－Ａｎｇ－５－Ｈ3），１．９６，２．０９（３Ｈ、それぞれ共に
ｄ，Ｊ＝７．０Ｈｚ，２２－Ａｎｇ－４－Ｈ3，２１－Ａｎｇ－４－Ｈ3），３．０６（１
Ｈ，ｍ，１８－Ｈ），３．２８（１Ｈ，ｄｄ-様，３－Ｈ），３．４９，３．７４（１Ｈ
、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．７Ｈｚ，２８－Ｈ2），４．２０（１Ｈ，ｍ，１６－Ｈ）
，４．４０（１Ｈ，ｍ，１５－Ｈ），４．９５（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，１’－Ｈ）
，５．５１（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１２－Ｈ），５．６１（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，１’
’－Ｈ），５．８１，５．９６（１Ｈ,それぞれ共にｑｄ-様，２２－Ａｎｇ－３－Ｈ，２
１－Ａｎｇ－３－Ｈ），５．９９（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ），６．０２（１Ｈ
，ｄ，Ｊ＝５．８Ｈｚ，１’’’－Ｈ），６．２８，６．６７（１Ｈ, それぞれ共にｄ，
Ｊ＝１０．４Ｈｚ，２２，２１－Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（１２５ ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC　（表１に示す）
【００６９】
フロラテアサポニンＦ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｆ）（３）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．２１０～２１３℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
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旋光度：［α］D
21　－９．４°（ｃ＝０．７８，ＭｅＯＨ）

高分解能質量分析（陽イオンＦＡＢ－ＭＳ）：
理論値　Ｃ63Ｈ100Ｏ27Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+    ：１３１１．６３５０
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　　  ：１３１１．６３６５
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４７５，１７２２，１６５４，１０４６
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１３１１（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ１２８７（Ｍ－Ｈ）-

【００７０】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δ　０．７０（３Ｈ，ｔ，Ｊ＝７．４
Ｈｚ，２ＭＢ－４－Ｈ3），０．８６，１．０３，１．１０，１．１３，１．２８，１．
３０，１．８２（３Ｈ、それぞれ全てｓ，２５，２６，２９，２４，２３，３０，２７－
Ｈ3），１．０２（３Ｈ，ｄ-様，２ＭＢ－５－Ｈ3），１．２５，１．６０（１Ｈ、それ
ぞれ共にｍ，２ＭＢ－３－Ｈ2），２．０３（１Ｈ，ｂｒ ｓ，２ＭＢ－２－Ｈ），２．０
３（３Ｈ，ｂｒ ｓ，Ａｎｇ－５－Ｈ3），２．０９（３Ｈ，ｄｄ，Ｊ＝１．３，７．４Ｈ
ｚ，Ａｎｇ－４－Ｈ3），３．０５（１Ｈ，ｍ，１８－Ｈ），３．２８（１Ｈ，ｄｄ-様，
３－Ｈ），３．４７，３．７３（１Ｈ、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．７Ｈｚ，２８－Ｈ2

），４．１９（１Ｈ，ｍ，１６－Ｈ），４．４０（１Ｈ，ｍ，１５－Ｈ），４．９３（１
Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．６Ｈｚ，１’－Ｈ），５．５０（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１２－Ｈ），５．６
１（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，１’’－Ｈ），５．９６（１Ｈ，ｑｄ-様，Ａｎｇ－３
－Ｈ），５．９９（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ），６．０２（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝５．
８Ｈｚ，１’’’－Ｈ），６．２８，６．６２（１Ｈ、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．４Ｈ
ｚ，２２，２１－Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（１２５ ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC（表１に示す）
【００７１】
フロラテアサポニンＧ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｇ）（４）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．　２０７～２１０℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
旋光度：［α］D

21　－１６．５°（ｃ＝０．２２，ＭｅＯＨ）
高分解能質量分析（陽イオンＦＡＢ－ＭＳ）：
理論値　Ｃ60Ｈ94Ｏ26Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+ ：１２５３．５９３１
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　：１２５３．５９４０
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４２４，１７１９，１６５８，１０８０，１
０５０
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２５３（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２２９（Ｍ－Ｈ）-

【００７２】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δ　０．８３，０．８７，１．１０，
１．１６，１．２５，１．３２，１．８２（３Ｈ、それぞれ全てｓ，２５，２６，２９，
２４，２３，３０，２７－Ｈ3），１．６６（３Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，Ｔｉｇ－４－
Ｈ3），１．９６（３Ｈ，ｓ，Ｔｉｇ－５－Ｈ3），２．１０（３Ｈ，ｓ，Ａｃ－Ｈ3），
３．０７（１Ｈ，ｍ，１８－Ｈ），３．２８（１Ｈ，ｄｄ-様，３－Ｈ），３．３８，３
．６２（１Ｈ、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．７Ｈｚ，２８－Ｈ2），４．４５（１Ｈ，ｍ
，１６－Ｈ），４．９３（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．５Ｈｚ，１’－Ｈ），５．４０（１Ｈ，　
ｂｒ ｓ，１２－Ｈ），５．６２（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．６Ｈｚ，１’’－Ｈ），５．９７
（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ），６．０２（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝５．８Ｈｚ，１’’’
－Ｈ），６．２１，６．５６（１Ｈ、それぞれ共にｄ，Ｊ＝１０．１Ｈｚ，２２，２１－
Ｈ），７．０９（１Ｈ，ｑｄ-様，Ｔｉｇ－３－Ｈ）
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13Ｃ－ＮＭＲ（１２５　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC（表１に示す）
【００７３】
フロラテアサポニンＨ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｈ）（５）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．　２１０～２１３℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
旋光度：［α］D

21　－２１．０°（ｃ＝０．１３，ＭｅＯＨ）
高分解能質量分析（Ｈｉｇｈ－ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　陽イオンＦＡＢ－ＭＳ）：
理論値　Ｃ62Ｈ96Ｏ27Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+ ：１２９５．６０４６
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　：１２９５．６０３７
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４７５，１７１７，１６５４，１０８５，１
０５５
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２９５（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２７２（Ｍ－Ｈ）-

【００７４】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δ　０．７７，０．７８，１．０７，
１．１５，１．４７，１．４７，２．０３（３Ｈ、それぞれ全てｓ，２５，２６，２９，
２４，２３，３０，２７－Ｈ3），２．１５，２．５０（３Ｈ、それぞれ共にｓ，２２－
Ａｃ－Ｈ3，１６－Ａｃ－Ｈ3），１．９６（３Ｈ，ｓ，Ａｎｇ－５－Ｈ3），２．０６（
３Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，Ａｎｇ－４－Ｈ3），３．００（１Ｈ，ｄｄ-様，１８－Ｈ）
，３．３２（１Ｈ，ｄｄ-様，３－Ｈ），３．４６，３．５９（１Ｈ、それぞれ共にｄ，
Ｊ＝１０．４Ｈｚ，２８－Ｈ2），４．９４（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．１Ｈｚ，１’－Ｈ），
５．３９（１Ｈ，ｍ，１６－Ｈ），５．３９（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１２－Ｈ），５．６３（
１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，１’’－Ｈ），５．８６，６．１１（１Ｈ、それぞれ共にｄ
，Ｊ＝１０．１Ｈｚ，２２，２１－Ｈ），５．９８（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ）
，５．９９（１Ｈ，ｑｄ-様，Ａｎｇ－３－Ｈ），６．０５（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝５．８Ｈｚ
，１’’’－Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（１２５　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC（表１に示す）
【００７５】
フロラテアサポニンＩ（ｆｌｏｒａｔｈｅａｓａｐｏｎｉｎ　Ｉ）（６）の物性値
性状：無色微細結晶（ｍ．ｐ．　２００～２０３℃，ＣＨＣｌ3－ＭｅＯＨ）
旋光度：［α］D

21　＋２６．２°（ｃ＝０．２６，ＭｅＯＨ）
高分解能質量分析（陽イオンＦＡＢ－ＭＳ）：
理論値　Ｃ60Ｈ94Ｏ26Ｎａ（Ｍ＋Ｎａ）+ ：１２５３．５９３１
実測値　　　　　　　　　　　　　　　　：１２５３．５９３５
赤外吸収スペクトル（ＫＢｒ，ｃｍ-1）：３４７５，１７１９，１６５４，１０８１，１
０５１
質量分析
陽イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２５３（Ｍ＋Ｎａ）+

陰イオンＦＡＢ－ＭＳ：ｍ／ｚ　１２２９（Ｍ－Ｈ）-，１０６７（Ｍ－Ｃ6Ｈ10Ｏ5）
-

【００７６】
核磁気共鳴スペクトル：
1Ｈ－ＮＭＲ（５００　ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δ　０．８３，０．９８，１．０８，
１．１２，１．２６，１．２８，１．９９（３Ｈ、それぞれ全てｓ，２５，２６，２９，
２４，２３，３０，２７－Ｈ3），１．９７（３Ｈ，ｓ，Ａｎｇ－５－Ｈ3），２．０４（
３Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，Ａｎｇ－４－Ｈ3），２．１１（３Ｈ，ｓ，Ａｃ－Ｈ3），２
．８２（１Ｈ，ｄｄ-様，１８－Ｈ），３．２７（１Ｈ，ｄｄ-様，３－Ｈ），４．２１（
２Ｈ，ｍ，２８－Ｈ2），４．４３（１Ｈ，ｍ，１６－Ｈ），４．９４（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝
６．７Ｈｚ，１'－Ｈ），５．４０（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１２－Ｈ），５．４４（１Ｈ，ｍ，
２２－Ｈ），５．５７（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝７．３Ｈｚ，１’’－Ｈ），５．９１（１Ｈ，ｑ
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ｄ-様，Ａｎｇ－３－Ｈ），５．９３（１Ｈ，ｂｒ ｓ，１’’’’－Ｈ），５．９８（１
Ｈ，ｄ，Ｊ＝５．２Ｈｚ，１'''－Ｈ），６．３９（１Ｈ，ｄ，Ｊ＝９．５Ｈｚ，２１－
Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（１２５ ＭＨｚ，ピリジン－ｄ5）：δC（表１に示す）
【００７７】
【表１】

【００７８】
抗Ｉ型アレルギー作用（脱顆粒抑制）に及ぼす作用
　チャ花部メタノール抽出エキスおよびその溶媒分画により得られた各移行部ならびにフ
ロラテアサポニンＡ～Ｆ（化合物（７）～（９）および（１）～（３））の抗アレルギー
作用の指標として、抗Ｉ型アレルギー作用（脱顆粒抑制活性）を検討した。
【００７９】
　抗原刺激による脱顆粒の指標として、脱顆粒によってメディウム中にヒスタミンなどと
ともに遊離してくるβ-ヘキソサミニダーゼ活性を求めた。
　すなわち、RBL-2H3細胞（ヒューマンサイエンス研究資源バンク）を10％牛胎児血清 (F
CS)、100 単位/mlペニシリン、100μg/mlストレプトマイシン含有Minimum Essential Med
ium Eagle (Sigma社)で培養（培養条件5％ CO2, 37℃）した。
【００８０】
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　次に細胞培養用24ウエル平板マイクロプレートに2.0×105細胞(400μl/ウェル)ずつ播
種し、1時間培養した後、マウスモノクローナル抗DNP IgE抗体（Sigma社）を培養液に加
え（終濃度：0.45μg/ml）、約24時間培養（5％ CO2、37℃）することによって細胞を感
作した。その後、感作した細胞を400μlの5.6 mMブドウ糖、1mM 塩化カルシウム、0.1％ 
牛血清含有シラガニアン緩衝液 (119 mM塩化ナトリウム、5 mM塩化カリウム、0.4 mM塩化
マグネシウム、25 mMピペラジン-N,N'-ビス(2-エタンスルホン酸) (PIPES)、40 mM 水酸
化ナトリウム、pH 7.2)で2回洗浄し、160μlの5.6 mMブドウ糖、1 mM塩化カルシウム、0.
1％牛血清アルブミン含有シラガニアン緩衝液を加えて10分間予備加温（加温条件5％ CO2
、37℃）した。
【００８１】
　20μlの被験物質のジメチルスルホキシド溶液（ジメチルスルホキシドの終濃度0.1％）
を加え、10分後に抗原(ジニトロフェニル化牛血清アルブミン、終濃度：10μg/ml) 20μl
を加えて10分間インキュベートして細胞を刺激した。その後、10分間氷冷して反応を止め
、上清50μlを96ウエル平板マイクロプレートに移し、0.1 Mクエン酸緩衝液に溶解した1 
mM p-ニトロフェニル-N-アセチル-β-D-グルコサミニド50μlを加えて混和後、37℃で1時
間反応させた。
【００８２】
　反応溶液に200 μlの停止液(0.1M 炭酸緩衝液、pH 10.0)を加えて混和し、マイクロプ
レートリーダー(モデル 550型, BIO-RAD社)にて吸光度(測定波長：405 nm, 参照波長：65
5 nm)を測定し。遊離率したβ-ヘキソサミニダーゼ活性から脱顆粒抑制率を算出した。比
較対照としてトラニラストを用いた。
　得られたデータは各群において集計し、平均値および標準誤差を算出した。また、対照
群と被験薬物投与群における平均値の差はDunnett法を用いて検定し、危険率(p) 5％以下
を有意とみなした。
【００８３】
試験結果
　上記実施例１の項において得られたメタノール抽出エキス、酢酸エチル可溶性画分、n-
ブタノール可溶性画分および水可溶性画分の各種濃度で抗Ｉ型アレルギー作用試験に付し
て得られた結果を表２に示す。
【００８４】
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【表２】

【００８５】
　上記の結果から、メタノール抽出エキス、酢酸エチル可溶性画分およびn-ブタノール可
溶性画分のいずれもが脱顆粒抑制作用を有することが判明した。特に、n-ブタノール画分
は、トラニラストの脱顆粒抑制作用と比べても遜色がない極めて高い脱顆粒抑制作用を有
することが判明した。
【００８６】
　次にフロラテアサポニンＡ～Ｆ（化合物（７）～（９）および化合物（１）～（３）に
ついて同様に脱顆粒抑制作用を調べた結果を表３に示す。
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【表３】

【００８７】
　上記の結果から、フロラテアサポニンＡ～Ｆはいずれも脱顆粒抑制作用を有することが
判明した。
【００８８】
実施例２
　当該分野で公知の方法にしたがって、チャまたはアッサムチャの花部メタノール抽出物
10重量部を乳糖25重量部と混合し、ゼラチンカプセルに充填し、１カプセル中に抽出物が
500 mg含有されるゼラチンカプセル剤を得た。
【００８９】
実施例３
　実施例1で得られた酢酸エチル可溶画分を実施例２のエタノール抽出物に替えて、実施
例２と同様にして、ゼラチンカプセル剤を得た。
【００９０】
実施例４
　実施例1で得られたブタノール可溶画分を実施例２のエタノール抽出物に替えて、実施
例２と同様にして、ゼラチンカプセル剤を得た。
【産業上の利用可能性】
【００９１】
　本発明の、チャおよびアッサムチャの花部またはその水あるいは低級アルコールまたは
それらの混液抽出によって得られる抽出物あるいはその処理物または化合物（１）～（９
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）を有効成分として含有する抗アレルギー剤は、優れた抗アレルギー効果を示す。
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